
２０２３年 ６月 １０日 

２０２３年度篠山市登山マップ掲載コース再調査報告書 

 報告者 植坂 成志       

山 名  夏栗山・黒頭峰・奥坪山・金山   

登山日時 平成５年６月１０日（土）０８：００ ~ １６：００ 

ルート 
高蔵寺登山口～夏栗山～黒頭峰～奥坪山～瓶割峠(東)～瓶割峠(西)～鐘が坂峠～ 

４２６P(三角点)～鬼の架け橋～金山～追入神社下山口 

参加者 植坂、末永、梅田、森山、神谷、足立啓、竹見 

見どころ・おすすめ時期など 

・12月、1月、2月の降雪時を除けば春は新緑、夏は木陰の縦走路、秋は紅葉と常緑樹のコントラスト 

が楽しめます。 

・尾根縦走路は概ね木陰でビューポイントは期待出来ませんが、黒頭峰、奥坪山、金山の頂上は樹木も 

伐採整理されており、周辺の山々、市街地の状況を楽しめます。 

・鬼の架け橋の岩はスリル満点です。金山は城跡で 360度開けており、眺望は満点です。 

注意ポイント：林道崩落・登山道崩落・登山道消失・倒木・標識損壊・その他 

・コース全体がトレールランで利用されており、登山道は良く整備されていて、登山道の崩落、消失箇

所はありませんが、判り難い箇所とか倒木による支障箇所や標識の損壊及び陳腐が見られます。      

・篠山登山マップで案内のコースで、高蔵寺登山口は柵内直ぐに右方向ですが、案内標識の設置は無く、

迷い易い、５０ｍ程進んで渡る橋も危険な情況です。 

・このコースは現在はあまり利用されていないので踏み跡も不明確で道案内の整備が必要です。 

途中林道工事で登山道が消失しています。登山道案内標識の設置が望まれます。 

・黒頭峰から奥坪山に向かう箇所では急坂が連続しており、滑りやすく転倒に注意が必要です。 

その他 

・高蔵寺の登山口は標識に従って登ると林道整備で登山道が消失して登山不可です。(過去には良く利

用されていたようです。) 

・高蔵寺からの登山口については再調査をして案内標識を設置する必要があります。 

・高蔵寺から柵内に入り直ぐ西方と５０ｍ程進むと NHKの中継器ケーブルの注意 

標識あり、これが目印に成ります。登山道案内標識の設置が必要です。 

※写真の添付をお願いします（５枚程度） 

絶景ポイント、山頂からの眺め、山野草、危険箇所など 



コース番号 （1 )　・山名 夏栗山・黒頭峰・金山、No.1 2023年6月10日

調査地点 写真添付欄 写真の説明欄

駐車場 撮影地点及び概要

・高蔵寺の駐車場(無料）

・入山料が必要（浄財）

　　　　　　　　　　　　　　料金徴収用小屋

撮影地点及び概要

・夏栗山登山口での案内標識は

　別ルートのもの（途中で林道消失）

＊登山口から夏栗山間にも林道工事

　により旧林道の一部が消失している

撮影地点及び概要

・登山マップの登山ルートでは、柵入り後

　直ぐに右に行くとNHK中継器用ケール

　の注意標があります。

・道路用柵、レールで代替した橋を渡る。

　　　　　　　　　　　　　＊案内標識

撮影地点及び概要

・倒木が登山道を支障しています。

（高蔵寺～夏栗山）

撮影地点及び概要

・夏栗山展望台、樹木の伐採で展望が

　少し確保されています。

＊山頂にある展望台

②

2023年度登山道再調査写真貼付台紙

①

※写真はできるだけ画素数を減らして貼り付けてください（３００KB以下でカラー写真）

※撮影箇所：登山口・山頂・下山口は必須　　・問題のあるところ・植物の繁殖地・絶景ポイント等５～10枚

③

④

⑤



コース番号 （1 )　・山名 夏栗山・黒頭峰・金山、No.2

調査地点 写真添付欄 写真の説明欄

駐車場 撮影地点及び概要

・夏栗山～黒頭峰間でも倒木が在り

　ます。

撮影地点及び概要

・黒頭峰の山頂にある三角点と

　案内標識

撮影地点及び概要

・登山マップでは５５４ｍの標高表示で

すが、案内標識では[奥坪山]の表示に

なってす。

撮影地点及び概要

金山山頂

篠山方面が一望できる

撮影地点及び概要

・旧176号線の側道に設けられた

　金山登山者向けの駐車場

　看板が設置されています。⑩

※写真はできるだけ画素数を減らして貼り付けてください（３００KB以下でカラー写真）

※撮影箇所：登山口・山頂・下山口は必須　　・問題のあるところ・植物の繁殖地・絶景ポイント等５～10枚

再調査写真貼付台紙

⑥

⑦

⑧

⑨



 

夏栗山(600m)・黒頭峰(620.6m)・金山(540m) 

山の会ささやま 

G 

2023 年 6月 10日（土曜日） 

５５４P 

S 

 

登山口の整備が必要です 


